
No.315

2019.2   61

　2018年度の協同総合研究所もあと1か
月となりました。
　毎年４月に協同総研の事務局メンバー
で、今年度総括・次年度方針を検討する
合宿を行なっています。それに向けて今
回は私から見た研究所の成果をメモとし
て研究所だよりにまとめるとともに、会
員の皆さんから来年度に向けて協同総研
に期待することや共に行いたいことをお
寄せいただけると嬉しく思います。（５
月末の議案書ダイジェストの発行、６月
29日一般社団法人協同総研総会の内容
に活かしたいと思います。）
　昨年の５月に協同総研の新パンフレッ
トを440Hzのみなさんと共につくり完成
しました。パンフレット作成を通じて研
究所が目指すこととその役割をはっきり
することができました。役割として「研究」

「調査」「政策提言」「学び」「開発」を掲げ、
「労働者協同組合」法が制定直前の情勢
において「協同を基礎に、連帯社会を創
造する『協同労働・協同組合』のシンク
タンク」として自らを位置づけました。
協同総研は1991年に設立され、今年は
28年目を迎えています。３年前に25周年
記念集会を企画したとき、研究所に関
わってきた先人たちの考えや成果を振り
返るなかで、2018年度はその成果を参考
にしながら、日本社会で「労働者協同組
合」が社会化する上での問いを出し、そ
れに対する解を提案できるところまでき

たことは１つの成果であったと考えてい
ます。
　今年度の特徴的な研究の１つとして、
法制化後を見据えた労働者協同組合の設
立のあり方やその主体形成について「新
しい協同労働の協同組合組織化」研究会、
海外調査（スペイン・イタリア）、「ワーカー
ズコープ設立運営ハンドブック」（現在作
成中で６月総会までには作成）を通じて深
めたことです。スペインでは20,958の協
同組合のうち17,150は労働者協同組合で
運営しています。この背景には労働者協
同組合を設立・運営するにあたって200ヵ
所を超える設立・相談支援センターが設
置され、バルセロナ市などの自治体では
労働者協同組合をも含む社会的経済・連
帯経済を推進する施策が新しい社会像と
して力強く推進していることがありまし
た。２月下旬にはイタリアに訪問し、コ
ミュニティ協同組合の実践や中間支援組
織、研究機関を訪問しますが、地域住民
や行政も組合員になり、住民自身が地域
づくり、仕事おこしの主体形成と協同組
合における事業・運動の継続性を深めら
れればと考えています。コミュニティ協
同組合の実践は、労協センター事業団が
推進している「みんなのおうち」（地域づ
くりの拠点化・ネットワーク化）構想の実
践を進める上で、多くのヒントがあるの
ではと考えています。
　もう一つ、年間を通じて研究所の取り
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組みで特質すべきこととして、大学での
ワーカーズコープ論寄附講座の広がりで
す。労協センター事業団の各事業本部、
日本社会連帯機構と連携し、３大学（2017
年度）から９大学（2018年度）まで開講が
広がりました。「協同で働くこと」「自らが
主体となり地域をつくる」ことをキーコン
セプトにアクティブラーニングの一環とし
てグループでの討論・発表など、学ぶ当
事者である学生が主体となり、協同で学
ぶ過程を大切にしています。学生や教員
の方々の多くは「協同労働」を共感を持っ
て受け止められています。福島大学では
講座をきっかけに映画「Workers　被災
地に起つ」の上映応援団ができ、映画上
映に大きな弾みをつけています。また沖
縄キリスト教学院大学では、寄附講座担
当の玉城先生のゼミ生が労協センター事
業団に入団します。「学生の学び」を中心
軸に据えながら、自らの「働くこと＝生き
ること」と向き合い、「協同」で社会をつ
くる主体が増えることは、研究所のネット
ワークを活かした取り組みになりました。
　ネットワークといえば、昨年５月に日
本協同組合学会の大会をはじめて日本労
協連の会場で開催したこと、そして学会

大会前日に協同組合関係の研究所が集ま
り座談会を開催したことは、協同組合研
究者・研究組織に少しでも労働者協同組
合について興味を持っていただくきっか
けの１つになったと思います。協同組合
関係研究所の交流会は、2019年５月14
日にJCA（日本協同組合連携機構）が主
催し開催予定です。交流会開催にあたり
１人の実行委員として、多くの「協同」
を価値とする団体・個人とのプラット
フォームをつくりたいと思います。この
想いと同じですが、３月23日に「協同
総合研究所関西会員集会」を開催します。
協同総研をプラットフォームとして東京
での研究会・交流会以外に各地域でも会
員同士のネットワークと関西における労
働者協同組合の事業・運動の発展の１つ
の契機として、大学や会員が多い関西で
企画をしようと思いました。
　2018年度から2019年度へ、平成から
新元号に変わるなかで、「何を問うのか。
そしてその解は何か」という「学問（問
いを学ぶ）組織」であると同時に、「労働
者協同組合の社会化戦略」を描く研究所
として、今後の研究所の発展に微力なが
ら貢献をしていきたいです。
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2018年度　協同総研理事会予定
第４回３月16日、第５回理事会５月18日　第７回総会2019年６月29日（土）

研究所活動日誌（2019.2.1〜2.28）

1日（金）

2日（土）
3日（日）

4日（月）
5日（火）

6日（水）
9−10日（土‐日）

12−15日（火‐金）

13日（水）

沖縄キリスト教学院大学　玉城直美
先生と懇談
第２回よい働き方研究会
GSEF2018ビルバオ大会・日本実行
委員会」東京報告会　（相良報告）
協同総研中間監査
労協連合同５役会議、全国よい仕事
研究交流集会事務局会議
協同総研事務局会議
JYCフォーラム　愛知大会
琉球大学ワーカーズコープ論寄附講
座春季集中講義（高畑明尚先生）
日本社会連帯機構理事会

２月 14日（木）

17日（日）
18日（月）
19日（火）

2月20日（水）−
3月1日（金）

21−22日（木‐金）
25日（月）
26日（火）

27日（水）
28日（木）

全国よい仕事研究交流集会2019　
事務局会議、ワーカーズコープ立ち上
げ運営ハンドブック会議
地域子育ちフォーラム
みんなのおうち（ワークショップ）会議
全国協同集会事務局会議
協同総研イタリア研究・調査訪問（田
中夏子・利根川・荒井）
センター事業団本部長・事務局長会議
若田充子さんと懇談。本部シンポシオン
茨城県神栖市波崎第二中学校人生の
先輩に聞く会　出講（相良）
社会的企業研究会100回記念出版打合せ
日本協同組合学会　春季研究大会打合せ

今後の活動予定（2019.3.1〜3.31）

2−3日（土‐日）

4日（月）

5日（火）

7日（木）
12日（火）

全国よい仕事研究交流集会2019（駒
澤大学）
スペイン訪問振り返り会議（高橋巌
先生・岡安・相良）
労協連合同５役会議、センター事業団
東京中央よい仕事ステーション会議
協同労働研究会
協同総研事務局会議

14日（木）

16日（土）
23日（土）

26日（火）

28日（木）
29日（金）

第３回協同組合研究組織等の交流会
　実行委員会
2018年度第４回協同総研理事会・研究会
協同総研関西会員集会（京都・関西
事業本部）
MUTUALITE FRANCAISE（フラン
スの共済団体）総研訪問
センター事業団本部長・事務局長会議
労協連理事会

３月
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一般社団法人 協同総合研究所の主な活動内容
■協同総合研究所とは？
　協同総合研究所は、日本における労働者協同組合運動を中心に、協同組合運動や協同運動の発展を
期して、実践者、研究者の協力のもと1991年3月に設立、発足しました。「新しい福祉社会を創造する、
協同労働に基づく社会連帯の知的センター」をめざして研究活動を進めています。
■研究会・協同研究の企画・運営
　協同総合研究所は、だれもが参加できるネットワーク型の結びつきの中で、協同組合論・環境・福祉・
教育・文化・労働・協同労働の法制化など、さまざまな分野の研究者たちが研究活動の成果を発表す
る研究会や協同研究の場を設け、広め、共有しています。その成果は、所報などを通じて、協同の事
業体、働く者や市民が主人公となる組織や事業体を始めようとする人たちに還元され、また、地域や
自治体などへの社会的な影響力をも創り出していくことを展望しています。
■所報『協同の發見』の発行
　毎月1回発行している所報『協同の發見』では、協同労働の理論や実践、海外の先進的な情報を社
会へ発信しています。また、会員自らの執筆、寄稿により、活動内容や考えを共有し、会員同士の交
流にも役立っています。
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一般社団法人 協同総合研究所　入会のご案内
　当研究所は、日本で唯一の労働者協同組合（協同労働）の研究機関（シンクタンク）です。市民協同の
事業運動、協同労働に関心のある方は、専門を問わずどなたでもご参加できます。
　ぜひ、協同総研に入会し、市民協同の事業運動の発展をめざして、一緒に活動しましょう！

【預託金】　一口1万円（退会時返還）　【年会費】　団体3万円／個人1万2000円／学生・障がい者6000円
【会員サービス】会員の方は下記サービスが受けられます。
　・所報『協同の發見』の頒布。
　・各種研究会（不定期）への参加費の会員価格適用。
　・書籍購入の際の会員価格適用。

【手続き】下記、連絡先までご連絡頂けましたら入会へのお申込書をご送付致します。
【連絡先】〒170-0013　東京都豊島区東池袋1−44−3  池袋ISPタマビル7F　協同総合研究所
　　　　電　話：03-6907-8033　　FAX：03-6907-8034

　　　　メール：kyodoken@jicr.org　ホームページ：http://jicr.roukyou.gr.jp
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『協同の發見』へ投稿してみませんか？
　協同総研の所報である『協同の發見』では、「協同」という概念を軸に、さまざまな分野の研究成
果報告や現場からの発言の場として、会員の皆さまに寄稿していただいております。
　ご投稿いただいた原稿内容は編集部で考査の上、掲載させていただきます。文字数などに規定はご
ざいませんが、都合により一部修正をお願いする場合もございます。なお、他の文献からの文章や写真、
図版などを引用・転載なさる場合は事前に必ず著作権者から許可を得てください。

【投稿先】〒170-0013　東京都豊島区東池袋1−44−3  池袋ISPタマビル7F
　　　　協同総合研究所『協同の發見』編集部
　　　　電　話：03-6907-8033　　FAX：03-6907-8034　　メール：kyodoken@jicr.org




